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地
方
自
治
体
は
、
地
方
分
権
改
革
の
進

展
な
ど
に
よ
り
、
担
う
役
割
と
責
任
が
大

き
く
な
る
中
、
財
政
問
題
や
少
子
高
齢
化

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

全
国
の
大
学
で
は
、
政
策
系
の
大
学
院
や

学
部
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
自
治
体
の
実
情
を
検
証
し
た
上
で
政

策
を
提
言
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
同
志
社

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
大
学
や
市

議
会
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
市
な

ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
自

治
体
政
策
な
ど
を
学
ぶ
大
学
生
が
、
登
別

市
に
集
い
、
自
治
体
な
ど
へ
の
政
策
提
言

や
議
論
を
行
う
『
全
国
大
学
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
を
平
成
　
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま

１８

す
。

８
月
　
日
月
に
登
別
市
に
到
着
し
た
学

１０

生
た
ち
は
、
市
内
一
円
を
バ
ス
で
見
学
。

　
日
火
に
は
、
市
役
所
を
拠
点
に
、
市
内

１１の
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
町
内
会
、

市
職
員
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
ま
ち

の
現
状
や
課
題
を
確
認
す
る
な
ど
、
グ
ル

ー
プ
発
表
の
資
料
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
水
に
は
、
グ
ル
ー
プ
発
表
が
行
わ

１２
れ
、
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
』
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
登
別
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
埼
玉
大
学
経
済
学

部
斎
藤
ゼ
ミ
、
優
秀
賞
に
は
日
本
大
学
法

学
部
外
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
が
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
実
現
性
の
高
い
政
策
発
表

を
し
た
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
る
登
別
市
長

賞
に
は
同
志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科

学
研
究
科
今
川
ゼ
ミ
Ｂ
が
、
斬
新
で
ユ
ニ

ー
ク
な
発
表
を
し
た
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ

る
登
別
市
議
会
議
長
賞
に
は
日
本
大
学
法

学
部
外
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｂ
チ
ー
ム
が
選
ば

れ
た
ほ
か
、
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

賞
に
は
同
志
社
大
学
政
策
学
部
風
間
ゼ
ミ

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
志
社
大
学
の
今
川
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
入
賞
し
た
グ
ル

ー
プ
の
代
表
と
登
別
市
市
民
自
治
推
進
委

員
会
の
木
村
副
会
長
、
登
別
ま
ち
づ
く
り

促
進
期
成
会
の
成
田
会
長
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
登
別
市
に
集
っ
た
若
者
た

ち
が
発
表
し
た
政
策
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
市
民
自
治
ネ
ク
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
創
造
～
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
～
』
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

た
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
立
教
大
学
、

岩
手
県
立
大
学
、
日
本
大
学
、
埼
玉
大
学
、

同
志
社
大
学
の
ほ
か
、
道
内
か
ら
小
樽
商

科
大
学
、
室
蘭
工
業
大
学
が
参
加
し
、
過

去
最
大
の
７
大
学
　
グ
ル
ー
プ
、　
人
が

１４

１０４

登
別
市
に
集
い
ま
し
た
。

全
国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
…

８月１０日月から１２日水までの３日間、
登別市に自治政策などを学ぶ大学生たち
が集い、市民との意見交換やフィールド
ワークなどから、まちづくりの実態を学
び、政策などの発表と議論を行う『第４
回全国大学政策フォーラムｉｎ登別』が
行われました。
今月号では、その内容についてお知ら
せします。

『『『『『『『『『『協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり』』』』』』』』』』をををををををををを考考考考考考考考考考ええええええええええ『協働のまちづくり』を考えるるるるるるるるるるる
第４回全国大学政策フォーラムｉｎ登別特集


